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疾しきたべをむ燥認乾に内
樽菌 (26--28%)が大部分を占めていることを知つ 
?こ。乙の成績は抗生剤出現以来，生体制菌叢応大き
な愛動を来たし，抗生南!の進歩使用 lとより，生体細
菌叢の釣合が破れ感受性を有する菌が消失し，耐性
を有する葡萄球菌，グラム陰性惇菌が残存したり，
外部より耐性萄葡球菌が新感染した場合その増殖を j
容易にするためと考えられ，私達の得た成績も一種 
の菌交代現象と考えざるを得ない。
11.最近 8年間における萎縮性鼻炎の手術成績
奥田稔(耳鼻科〉
。芳賀士郎(大学院学生)
昭和 26年 1月より昭和 33年末まで当科で久保式
萎縮性鼻炎の手術をうけた患者にハ芳、キによる問診
を行い 40人の回答を集計した。
手術の薯効例 35%有効例 37%計 72%無効例  28
%という好成績を得た。更に検討した結果この成績
を支配するものは術式の撰択技術のほかに上顎洞粘
膜の素質，内分泌障碍，口内乾燥を起す原因などの
全身的要因が関係し，鼻内萎縮度，病愛の程度は主
要な要因でないと推察された。
また術後の自覚症の愛化を集計して見るに無効著
効の判定と自覚症状の密化とは比較的一致し著効例
では乾燥感，悪臭，頭重，鼻汁，鼻閉の多くの症状
が改善されている。
萎縮性鼻炎を IaIb工cI!型，手術々式を Ia
llb llc lldとすると，術式の撰摂は IaIb型で
は llcを採るのが良く， n型は Ia式で十分であ
る。工 c型は概して成績良好であると云える。
12.口内乾燥症その診断に就いて
奥田 稔， o高橋柳子(耳鼻科)  
I丘液分泌減少の原因には色々あるが一過性でなく
且つ他の重大な全身疾患の一分症でないとき口内乾
W 
て
かめその程度分類のお〉よその見当をつけ更に簡単
奥田 稔(耳鼻科)
な安静混合唾液の採取を行う。 Xerostomiaの場
。佐藤三代
合は殆んど 10分間で 2cc以下である。更に唾液腺
私達は耳鼻咽喉科領域の化膿性疾患のうち，特に 造影法は腺因性の診断をより確実にし，乙れらの検
急慢性中耳炎，慢性副鼻腔炎，急慢性扇桃炎疾患の 査で口内乾燥症の状態を把握することが可能である
菌叢について検査した。上記疾患より得た細菌は葡 が精神性，反射性の区別は刺激唾液の探取によりー
萄球菌，緑膿菌，プロテウス菌，大腸菌等のグラム 層あきらかとなる。とれには酒石酸，ヒ。ロカルピ y
陰性樗菌，コリネパグテリウム嫌気性菌，枯草菌で 刺激が有用である。腺機能を正確に知るには放射性
あり，特に葡萄球菌 (55--58%)次いでグラム陰性 ヨードによるグリアランス試験が最も良いと思われ
所口局り
'ト 
自
身に全診ま視
J
に診断問診しの対そに。の号ノ占一広い
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とな症の燥患
右半身の産性麻崩および知覚鈍麻を主症状とする
49才の脳腫境患者K左頭頂部開頭術を施行。運動
領および前運動領K於て，腫:廃の一部を含み皮質と
共に 50g切除した。術後直ちに右半身は弛緩性麻
埠と~り，術前見られた 8abinski 反射および足
間代は消失した。更に，術前約 1カ月に亘る頑固な
便秘に反して，術後 5日目より頻回(1日数回乃至
20回)の排便が現われ，陰茎勃起も見られる様にな
り，また術前の気分の苛立および不安感の消失した
事などが注目された。剖検により，腫蕩は淡蒼球の
前極を通る断面より，脳梁膨大を通る断面VC亘る巨
耳
斗 ・
大なものであり，下方は視床下部の-部にもその細
胞浸潤を及ぼしている事を確めたうえ，切除部位と
術後諸症状との関連に就て考察した。 
9. r離乳基本案 による離乳指導成績j
)1。布 武男，関谷晴子，渡辺福
I1t猪野 実， 口広雄(小児科) 
離乳障碍の実態を調査し之を解決すべく離乳研究
班が結成されたが，我々は千葉市中央保健所外来を
142訪れる乳児 名を対象とし，離乳研究班により作
J 基く栄養指導を行い種々のられた「離乳基本案 K
点より基本案応対する考察を加えた。その結果基本
46.5%案に何等かの意味で従い得ぬ者は であった
とより従いえが，時間・回数等実質的ならざる原因l
30.2 lぬ者を除くと %が基本案 と従えなかった事に
なる。之と体重増加との関係を見ると月令の若い者 
では疾病による体重増加不良が見れたが，月令の進
むに従い基本案に従う事が体重増加に強く関係する
様になった。基本案の量的には左程問題なく，選択
食餌中では魚豆腐はよく食べられ，野菜は嫌う者が
多かった。レパーバター等を使用する者は案外少な
かった。以上離乳研究班により作られた離乳基本案
Kは実際的 もほ 満足すべき案と思われる。Y
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13.急性化撞性耳下腺炎の治療に就て
唾影像による治療方針の決定
奥田稔(耳鼻科)
水流英雄f戸川 清
本症の唾影像は初期には小斑紋状，或は頼粒状陰
影を示すが，炎症が進み，破壊性となって末梢部か
ら造影剤が漏洩する様になると点状陰影を示し，そ
の境界は鈍，大小不定であり管系にも不規則な~化 
を来す。膿寝形成を見る様lとなると塊状乃至泊滴状
漏洩を示す。斑紋状，頼粒状乃至点状陰影を示す時
期は保存的療法，塊状乃至油滴状漏洩を示す場合は
手術的療法が行われる。
保存的療法には大別，抗菌，唾液分泌促進，対症 
の三つがあるが，通常抗生剤の大量全身投与および
之等薬剤による洗練が行われる。乙の方法は先ず耳
下腺部を外表より圧迫し排膿後，ス氏管上に針を挿 
入，薬液を少量注入しては該部を圧迫し，薬液を排
出し，乙れを数回繰返す。手術療法としては通常切
関が行われるが，耳下腺は比較的厚い結合織被膜を
有し，急性炎症時の膿場形成を外部から融知し得る
事は困難である。我々は本症に唾影法を施行し，以
上の所見民基き最も適確なる治療を加え，好結果を
得ているので数症例を報告し，若干考察した。
14.遷延横位に対する帝王切開術
森川二郎(産婦人科)
高見沢裕吉，加藤 周
望月良夫，小堀恒堆
古来帝切術lと於ける適応並び K要約は極めて厳重 
に守られて来た。それは手術時に汚染された羊水が
腹腔中に流入するのを阻げなく，術後の合併症を懸
念したためである。即ち，破水後時間を経たものに
対する帝切術は禁忌とされて居たのである。然るに
最近の化学療法剤の進歩は ζの適応並びに要約を愛
更せしめつ〉あるように思われる。我々は最近，破
水後相当時聞を経た横位分娩(遷延横{立〉の 2例に
対して帝切術を行い，母子共に健在であり， ζの感
制定くした。横位分娩K対する。適応乃至要約を検
討するために我々は当教室最近  9年間K於ける
4，204例の分娩中，横位分娩 10例を挙げ考察を加え
た結果，胎児の予後iと関しては従来の保存的臆式療
法は極めて悲観すべき成積であるに反し，帝切術の
それは母児共，良好であるのを知った。化学療法の
発達せる今日では，成書に於ける従来の帝切術の適
応を拡大し，横位分娩lと於ける胎児の予後の改善を
計るべきであろう。 
15.習慣性流産と Rh因子の問題妙録
戸川信雄，村瀬靖
染谷昇，東 公
川島 裕(産婦人科〉
昭 32年 12月以来習慣性流産を主訴とする患者
34例について血清を擬集素の面から検査した。妻
が Rh陰性，夫が Rh陽性の組合せがあったが，
まだ妊娠の初期で抗体の存在は，はっきりしない。
症例中抗 E.C.D.等の抗体の出来得る組合せがあ
ったが何れにも Rh抗体は見られなかった。
Rh式血液型の分布の点を検討して見ると，東京
周辺の頻度と大差はない。妊婦の血清中の抗A抗 B
凝集素を 1価抗体 2価抗体の面から検討した場合双
生状を有してお'1価抗体の1例を除きすべて1方共
り， ζの事から妊婦の血清中の抗体は多少とも不適
合児妊娠等によって影響されているものと思われ
る。叉， ABO式不適合lζ基くと思われる免疫抗体
を有する例lζ遭遇した。 1例は過去の妊娠の際生じ
たものが次回妊娠のさい既往反応を呈したもので 3
回目の妊娠時には己に消失していて同じ現象は，み
られなかった。他の 1例は目下検索中の例で免疫抗 
B抗体が存しているものである。 
16.産婦人科領域に於ける肝機能検査(第 1報)
小林賢，鈴木通也
池田草二，藤田真
古谷直人(産婦人科)
産婦人科領域K於て，肝機能は，一方では特に子
宮癌患者の手術及び照射との相互関係，一方では妊
娠中毒症患者の治療及び予後との相互関係に於て，
重要な意義を持っている。
上記の目的に従って，我々は当教室に於て肝機能
の研究に従事しているが，入院せる子宮癌患者の肝
機能をその術前，術後IC，尿ウロピリノーゲン定
性， BSP法，血清高田反応，血清コバルト反応，
血清カドミウム反応につき研究して現在ま?に次の
様な成績を得ている。手術患者 50例中，術前障害  
乃至は機能低下のみられたもの 13例， そのうち術
後悪化したもの 3，無安化 6，好転 4，更に術前正
常で術後悪化をみたもの 3例であった。
この目的に沿ってのより詳しい検討及び放射線照
